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JALとVISTARA、コードシェア、マイレージなどで提携 
～両社のネットワークやサービスを共有し、お客さまの満足度を高めます～ 

 
日本航空株式会社(本社：東京都品川区、代表取締役社長：植木 義晴、IATA2レター「JL」、以下、

「JAL」)とVISTARA(本社：Gurgaon India、CEO：Phee Teik Yeoh、IATA2レター「UK」)は、お客さまの
利便性とサービス向上、相互送客による企業価値向上を目的とし、コードシェアを2018年度中に実
施し、マイレージ提携については準備が整い次第、2018年度以降に開始します。 

インドの経済発展に伴い、日本=インド間の航空需要は大きく成長しています。JALは成田=デリ
ー線を毎日運航していますが、デリー以遠のインド国内線やデリーから周辺国への往来の需要に
対応すべく、ネットワークの拡充が必要と考えています。 

JALとVISTARAは、2015年10月に包括的業務提携に向けた検討を開始し、インターラインやスル
ーチェックインの実施など、両社でお客さまの利便性向上に努めてまいりました。さらなるお客さま
の利便性とサービス品質向上のため、JALが運航する日本=デリー線および日本国内線と、
VISTARAが運航するインド国内線での相互のコードシェアを2018年度中に実施し、マイレージ提携
も準備が整い次第、2018年度以降に開始します。 

VISTARAとのコードシェアにより、JALのインド国内ネットワークは最大21地点に拡大します。また、
ラウンジの相互利用など、両社のお客さまにとってメリットを最大限に提供できるよう、業務提携に
ついて検討してまいります。 

 
コードシェア実施路線、開始時期などの詳細につきましては準備が整い次第、あらためてご案内

します。 
 (*1)UKデリー発路線： 

ムンバイ、バンガロール、コルカタ、ハイデラバード、アフマダーバード、プネー、コーチ、ゴア、
ラクナウ、ブバネーシュワル、レー、バッグドグラ、チャンディーガル、アムリトサル、グワーハ
ーティー、シュリーナガル、ポートブレア、ジャンムー、ヴァーラーナシー、ラーンチー 

※コードシェアの実施は、関係当局への申請と認可が条件となります。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆VISTARAについて 

VISTARAはTATAグループとシンガポール航空の合弁会社として2015年1月より運航を開始。デリーを拠点に、インド国

内20地点に週664便を運航。フルサービスキャリアとしてビジネスクラス、プレミアムエコノミークラスを導入し、マイレー

ジプログラム「Club Vistara」を展開するなど、サービス品質の高さに定評があります。インド航空当局(DGCA)の最新の

統計で最も定時運航率の高いインドのエアラインに認定されるなど、運航品質も高く評価されています。 



 

 

 

 

 

参考：Vistara社インド国内ネットワーク 
 
  


